
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年４月１７日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要： 

本研究課題では、学習タスクを中心とする語学学習理論（TBLT）を導入した学習デザイン設

定により、英語コミュニケーション能力育成を目指した Web-Based Teaching(WBT)教材を開発

し、授業での運用により評価を行った。また、開発や運用面でのコストを考慮し、オープンソ

ースのラーニングマネジメントシステムならびにオープンソースの教材作成ツールを利用し、

汎用的英語学習コンテンツの共有と共同開発を実現するツールとしての効果や問題点を抽出し

た。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 3,000,000 450,000 3,450,000 

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、教育工学 

キーワード：教育工学、英語教育、WBT、TBLT、オープンソース 

 

 

 
１．研究開始当初の背景 

文部科学省によって策定された「『英語が

使える日本人』の育成のための戦略構想」

（2002）、「『英語が使える日本人』育成のた

めの行動計画」（2003）により、英語コミュ

ニケーション能力育成が日本の教育におけ

る最重要課題の一つとされ、その実現に向け

た具体的政策課題が提言された。各教育機関

では、政策課題の一つである「教育内容等の

改善」によってカリキュラム、指導体制の見
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直しなどを実施しているが、IT活用の教育が

進展しつつある中で、インターネットを利用

して学習を行なう Web-Based Training（以下

「WBT」と記す）が教育改善の具体策として

注目されていた。しかし、英語教育における

これまでの WBT による取り組みをみると、そ

の多くは市販教材に依存した、いわば教材任

せの事例が多く、これらの事例には、学習者

のニーズと目標に合わせて教材を作成し、効

果的学習方法、評価方法を設計するインスト

ラクショナルデザイン（指導デザイン）の概

念が欠落していた。このことから、WBT 導入

による効果的な英語教育改善を図るために、

インストラクショナルデザインに基づいた

WBT 教材開発と活用に関する研究の必要性が

高まっていた。また、個々の教育機関から他

の教育機関へ波及する取り組みに発展させ

るため、コンテンツの共有や共同開発に関す

るモデル事例の策定が急務であった。 

 

２．研究の目的 

本研究課題では、3 カ年の研究機関で次の

２点に関する実践研究を目的とする。 

(1) 学習タスクを中心とする語学学習理論

（TBLT）を導入したインストラクショナルデ

ザインにより、英語コミュニケーション能力

育成を目指した英語 WBT 教材開発を行い、授

業での運用により評価を行う。 

(2) 開発や運用面でのコストを考慮し、オ

ープンソースのラーニングマネジメントシ

ステム（以下「LMS」と記す）”Moodle”

（http://moodle.org/）ならびにオープンソ

ースの XML教材作成ツールを利用し、汎用的

コンテンツの共有と共同開発を実現するツ

ールとしての効果や問題点を抽出する。 

 

３．研究の方法 

【18年度】 

(1)学習者のニーズ分析を実施し、目標、対

象、コンテンツ内容、構成、指導方法、評

価方法を設定した上で、TBLT 理論を導入し

た WBT教材の指導デザインの設計を行なっ

た。 

(2) (1)の設計内容をもとに、教材スクリプ

トの執筆と学習タスクの設定を行い、WBT

英語教材開発の準備を行なった。 

(3) 海外研究協力者（John Clayton）の協

力を得て、開発教材を利用するオープンソ

ース LMS、”Moodle”の有効性や活用実践

例を調査した。 

(4) (3)の調査結果をもとに、研究協力者

（川見昌春）により、オープンソースの英

語 WBT教材配信サーバを設置し、動作確認

後サーバの利用を開始した。 

(5)試験的に開発した英語 WBT 教材の運用

によって評価、改善点の洗い出しを行なっ

た。 

 

【19年度】 

(1) 研究協力者（川見昌春）の協力を得て、

昨年度開設・運用を始めた「MCT Moodle for 

Learning English（図）」コースを公開し、

サーバの動作確認、WBT 教材データの公開、

動作状況調査を行ない、Moodle のモジュール

の機能の内容を確認した。 

(2)TBLT 理論に基づいた英会話、英語プレゼ

ンテーション用学習教材開発を行った。 

図 MCT Moodle の画面 



(3) (2) で開発した教材を利用した授業を実

践し、アンケートによる教材の評価を行なっ

た。その結果、学生が TBLT 理論に基づいた

WBT 教材を有効な学習手段と認識しているこ

と、フィードバック機能を重要視しているこ

と等が分かった。これらの評価結果について

は学会発表を行った。 

(4) 国内の研究会に参加し、オープンソース

の活用事例について調査した。  

(5) 9 月に海外研究協力者（John Clayton）

を招聘し、オープンソースの有効活用と共同

開発に関する助言を得るとともに、開発した

教材の効果的活用法、評価、改善項目につい

て研究グループ全員で協議を行なった。 

 

【20年度】 

(1)前年度の研究結果、学習評価の分析結果

をもとにインストラクショナルデザイン、レ

イアウト、インターフェイスを改善し、教材

の修正、追加（ESP 教材等）を行った（図２）。  

学習評価については開発した知覚的評価

指標（Perceptual Measure）を用いて検証し、

TBLT、WBT の有効性を確認でき、ESP領域

での応用が今後の課題とした。 

(2)オープンソースの LMS、教材開発エディタ

ーの利用により、教材開発を行い、コンテン

ツ共有、共同開発における利点と改善すべき

点を抽出できた。LMS については、教材作成

や共有を容易にするモジュール開発の必要

性が確認された。(1)、（2）の成果について

は、CALL 研究の国際学会（WorldCALL2008、

EuroCALL2008）で成果発表を行った。 

 

４．研究成果 

本研究課題により、次の研究成果を得るこ

とができた。 

(1)学習タスクを中心とする語学学習理論

（TBLT）を導入した学習デザイン設定によ

って開発した Web-Based Teaching(WBT)教

材は、学習者へのアンケート、並びに①コン

ピュータ能力、②積極的学習、③デザインと

アピール度、④考察、の 4 項目計 24 問から

成る「知覚的評価指標（Perceptual Measure）」

による評価により、動機付けと学習効果向上

を実現するツールとしての有効性が明らか

になり、英語教育改善に向けた WBT の利用進

展に資する成果となった。また、同指標によ

り、開発した WBT 教材の改善には、インタ

ーフェイスの向上、フィードバックの充実

が最重要項目として抽出された。 

(2) オープンソースのラーニングマネジメ

ントシステムならびにオープンソースの教

材作成ツールの利用は、開発や運用面のコ

スト削減に寄与することが判明した。今後

汎用的コンテンツの共有や共同開発を実現

するには、既存のモジュールの有効利用だ

けでなく、より教材作成を容易にする教材

作成モジュールや、教材共有を促す共有モ

ジュール等を開発する必要性が示唆された。 

 本研究の(1)、(2)の成果により、英語教

育改善の方策としての WBT の利用が広がる

ことが予想されるとともに、今回の研究に

おけるオープンソースソフトウェアの活用

事例は、英語教育におけるオープンソース

の LMSとオーサリングソフトを利用拡充に

寄与することが期待されている。 

図 2 教材画面 



今後は、今回の成果をもとに、一般的な

英語教育（EGP)のみならず、言語の使用コ

ンテクストのより明確な特定分野の英語教

育（ESP）を対象とする教材開発において

TBLT、WBT の応用ならびにオープンソース

ソフトウェアの利用を検討したい。 
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